
令和６年度大阪府献血推進審議会 

 

 

日  時 令和７年２月 19日（水） 

午後２時～午後４時 

開催場所 ＫＫＲホテル大阪２階 「白鳥」 

 

 

 １ 開  会 

 

 ２ 議  題 

   （１）会長の選出について 

   （２）令和７年度大阪府献血推進計画（案）について 

    

 ３ 報  告 

（１）大阪府における血液事業の現況 

（２）献血推進に係る大阪府の取組み  

（３）大阪府学生献血推進協議会活動報告 

 

 ４ そ の 他 

 

５ 閉  会 

 

 

配布資料 

  配席図 

 【資料１】令和７年度大阪府献血推進計画（案） 

 【資料２】大阪府における血液事業の現況（大阪府赤十字血液センター） 

 【資料３】献血推進に係る大阪府の取組み（大阪府医療対策課） 

 【資料４】大阪府学生献血推進協議会活動報告（大阪府学生献血推進協議会） 

 【参考資料１】大阪府献血推進審議会規則 

 【参考資料２】令和６年度近畿地方 DMAT ブロック訓練関連資料 

 【参考資料３】血液センターからの供給関連の情報提供 
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大阪府における血液事業の現況

大阪府赤十字血液センター

所長 平山 文也

2025年2月
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資料２

原料⾎漿

⾎漿分画製剤 下記３社にて製造
⽇本⾎液製剤機構
武⽥薬品
KMバイオロジクス

⾚⾎球製剤 ⾎漿製剤(新鮮凍結⾎漿) ⾎⼩板製剤

献⾎種類
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輸血用血液製剤供給数推移（大阪府、過去50年）

年度
0
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160

48 50 52 54 56 58 60 62 元 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 元 3 5

全⾎製剤

供給数

⾚⾎球製剤

⾎⼩板製剤

⾎漿製剤

昭和 平成

過去最高 平成25年度 1,614,352単位

令和

万単位

3

輸⾎数（量）を押し上げる要因

輸⾎数（量）を押し下げる要因
・⾎液製剤適正使⽤の浸透
・Patient Blood Management の浸透

同種血輸血を可能な限り回避するためのプログラム
例：術前の貧血の改善、術中の自己血回収装置の使用

・治療法の改善

・術式の改善

・手術ロボットの登場による出血量の減少

・⾼齢者⼈⼝の増加（有病者の増加）
・⾼齢者の体⼒増強（80, 90歳でも⼿術、積極的治療に耐える）
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輸血用血液製剤供給数推移（大阪府、過去50年）

年度
0

20

40

60

80

100

120

140

160

48 50 52 54 56 58 60 62 元 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 元 3 5

全⾎製剤

供給数

⾚⾎球製剤

⾎⼩板製剤

⾎漿製剤

昭和 平成 令和

万単位

5

下げる要因と上げる要因の拮抗

431,728 436,194 439,737 
432,465 431,890 

令和３年度

実績

令和４年度

実績

令和５年度

実績

令和6年度

計画

令和7年度

計画

合 計

（単位：本数）

88,888 

89,667 

91,774 

89,050 

87,340 

血漿製剤

輸血用血液製剤供給数推移（大阪府、直近4年）

6

278,793 

283,358
284,013

280,840 

282,160 

赤血球製剤（合成血含む）

64,047 

63,169 

63,950 

62,575 62,390 

令和３年度

実績

令和４年度

実績

令和５年度

実績

令和6年度

計画

令和7年度

計画

血小板製剤



原料血漿送付量の推移

グロブリン製剤の
需要の増加

武田製薬プラント
工場の改修工事
（2024.10‐2025.3）
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献⾎者

４００ｍＬ献⾎

２００ｍＬ献⾎

成分献⾎

献血者数推移（大阪府、過去60年）

万⼈

昭和 平成
年度

平成3年度 56万580人
令和5年度

38万8,671人
(約31％減少)

令和

令和５年度 大阪府
献血率 6.7％
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献血者数推移（大阪府、直近４年）
（単位：本）

397,018 
386,871 388,671 

387,016 

388,324 

令和３年度

実績

令和４年度

実績

令和５年度

実績

令和6年度

計画

令和7年度

計画

合 計 9,363 8,622 8,336 
5,386 

4,212 

200ｍＬ献血

254,382 
251,766 250,321 251,700 252,824 

400ｍＬ献血

82,797 79,687 83,415 

82,220 

84,805 

血漿献血

ひとりの献血者から１０
単位２本（患者二人分）
分の採血が増加
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50,476 

46,796 

46,599 

47,710 
46,483 

令和３年度

実績

令和４年度

実績

令和５年度

実績

令和6年度

計画

令和7年度

計画

血小板献血

献血方法別献血者数（大阪府）

400mL献⾎
250,321⼈
64.4%

200mL献⾎
8,336⼈
2.1%

成分献⾎
130,014⼈
33.5％

全献⾎者数
388,671⼈

令和5年度実績
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年齢別献血者数の推移（全国）

若年層
減少

54,229
55,465

49,398

34,418

27,137 27,428

28,074

27,599
28,264

23,814

23,681

22,359

21,316

0
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6

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3 4 5

初回の献血者数 (大阪府)
万⼈

約60%減少

年度
平成 令和 12



年齢別献血者数の推移（全国）

若年層
減少

対策１：若年者への対応

対策２：働き盛り、企業さんへの対応

14

対策１：若年者への対応



小学生：「献血おもしろゼミナール」

15

高等学校献血セミナー

写真：大阪府立工芸高等学校

16

2025年1月現在
献血セミナー
47回実施



中学〜大学生：

・施設見学会の開催
・献血セミナーの実施
・学校献血・課外活動の実施

献血セミナー

課外活動

献血啓発活動

施設見学

17

ヒップホップグループとの献血コラボ

ヒップホップグループ「梅田サイファー」のメンバーであるKOPERUとteppeiが、
・ 献血活動に参加。
・ 献血に対する思いを込めたオリジナル楽曲「ために」を制作。
・ 御堂筋献血ルームでの ＦＭ大阪「愛です！Circle」 公開収録にて同楽曲を披露。



若年層献血者：はたちの献血キャンペーン

19

20

対策２：働き盛り、特に企業さんへの対応



シャレン！で献血

10月19日 明治安田×Ｊリーグ×赤十字の活動である「シャレン！で献血」活動の一環とし
て東住吉区長居・ヨドコウ桜スタジアムでのセレッソ大阪ホームゲームにて献血を実施。
試合開始前のセレモニーにてエスコートキッズ、フラッグベアラーとして輸血治療を経験した
子供たちが参加し、献血の必要性および重要性を伝えた。

22

Amazon 配送センターにて



プロラグビーチーム レッドハリケーンズ大阪
プロバスケットボールチーム 大阪エヴェッサ

23

ラグビーチーム
レッドハリケーンズ大阪 献血協力

ドコモ応援団
横断幕を掲げて

献血も応援
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大阪ブルテオンの献血啓発

在阪プロバレーボールクラブ「大阪ブルテオン」が献血活動に参加。
献血啓発ポスターの作製に協力。
１１/17（日）：大阪市港区のアスエアリーナ大阪で開催されたゲームにて献血バスを配車し、

ファン層への献血参加呼びかけなどを実施。

年齢別献血者数の推移（全国）

若年層
減少

対策３：全年代を通しての献血回数の増
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対策３：献血回数の増

28



「ラブラッド」で利便性をアップ

29

30



複数回献血者 の増加(大阪府)

492,710

388,671379,021

198,075
306,056

120,222

61,733

77,853
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献⾎者数 実献⾎者数 1回 複数回

万⼈

複数回献血者数

平成

26.1%増

令和

万⼈

年度
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献血推進に係る大阪府の取組み

令和５年度大阪府献血推進計画目標の達成状況について ・・ 1 

令和６年度献血目標（抜粋） ・・・・・・・・・・・・ 2 

令和６年度献血推進会議・事業計画 ・・・・・・・・・・ 3 

献血推進に係る大阪府の取組み ・・・・・・・・・・・・ 4 

各市町村献血推進協議会 広報実施状況 ・・・・・・・・ 5 

各種広報活動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

デジタルサイネージによる啓発 ・・・・・・・・・・・・ 9 

若年層の献血推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

令和６年度献血啓発作品ポスター原画募集 優秀作品 ・・ 13 

高校生街頭献血キャンペーン ・・・・・・・・・・・・・ 18 

献血セミナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19 

資料３
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令和 5 年度大阪府献血推進計画目標の達成状況について 
１．献血者数の確保 
目標値 
①献血者数

全血献血 成分献血 
合計 

200mL 400mL 血漿 血小板 

目標値（人） 10,592 249,651 80,199 46,982 387,424 

実績値（人） 8,336 250,321 83,415 46,599 388,671 

達成率（％） 78.7 100.3 104.0 99.2 100.3 

②献血血液確保量
全血献血 成分献血 

合計 
200mL 400mL 血漿 血小板 

目標値（L） 2,118 99,860 45,071 25,567 172,617 

実績値（L） 1,667 100,128 45,761 26,048 173,604 

達成率（％） 78.7 100.3 101.5 101.9 100.6 

③採血場所別献血者数
血液センター 献血ルーム 移動採血者 

（オープン献血含む） 
合計 

目標値（人） 21,179 252.374 113,871 387.424 
実績値（人） 20,821 254,119 113,731 388,671 
達成率（％） 98.3 100.7 99,9 100,3 

２．若年層対策 
目標値 
①年代別献血者数

10 代 20 代 30 代 40 代以上 合計 
目標値（人） 18,651 65,500 66,300 236,973 387,424 
実績値（人） 12,727 57,770 55,300 262,874 388,671 
達成率（％） 68.2 88.2 83.4 110.9 100.3 

②献血セミナー
目標値（回） 35 
実績値（回） 63 
達成率（％） 180 

取組事例 
・献血セミナー 
・献血おもしろゼミナール 
・献血啓発作品ポスター原画募集事業 
・企業イベントへのブース出展 
・雑誌、デジタルサイネージ、SNS等各種媒体による広報活動 

目標達成状況の概要 
・令和５年度の大阪府における献血者数は合計 388,671 人であり、目標値達成率 100.3％
と、概ね目標は達成したといえる。 

・血小板に関しては、人数の目標は下回ったものの、一人当たりの献血量が多く、血液確
保量の目標は達成できた。 

・また、10 代から 30 代の若年層献血者数については、依然として目標値と比較すると低
い状況であることから、引き続き、若年層対策に積極的に取り組む必要がある。 

・献血セミナーは大幅に目標値を上回った。 
1



献血していただいた血液は、医療機関に送られ、がん、血液や造血器の病気、各種感染症、

やけど、交通事故などの患者さんの治療に幅広く使用されます。

 ･血漿分画製剤に必要な血漿量は、全国で
　123万リットル(令和６年度)です。

・血液センターでは、医療
　機関へ供給されず、期
　限切れなどにより、輸血
　に使われなかった血液
　の血漿成分を、すべて
　血漿分画製剤の製造の
　ために使用しています。
　

 ・医療機関では患者さんの病気や症状に ・１単位は、約200mLの血液から得ら

  よりそれぞれ血液製剤が輸血されます｡  れる各製剤の量です。

血液センター
移動採血車

(ｵｰﾌﾟﾝ献血含む)

200mL 5,386 1,077 169 2,984

400mL 251,700 100,680 8,671 107,339

血　漿 82,220 63.3% 46,715 5,082 0

血小板 47,710 36.7% 25,988 5,924 0

387,016 174,460 19,846 110,323

成分献血 33.6%
77,138

41,786

合　計 256,847

献血ルーム

全血献血
1.4% 2,233

65.0% 135,690

献血者数
（人）

構成比（％） 献血量（L)

採血場所別献血者目標（人）

令和６年度　献 血 目 標

＊より一層の安全性向上のため、
４００ｍL献血の献血目標割合を、
９７．９％（全血献血中構成比）とし
ました。

令 和 ６ 年 度 献 血 目 標

総献血者数
３８７，０１６人

献血血液確保目標量
１７４，４６０リットル

２００ｍL献血
１．４％成分献血

３３．６％

血漿製剤
１９７，０００単位

血小板製剤
７１４，５００単位

総供給数
１，４６６，５００単位

赤血球製剤
５５５，０００単位

輸血用血液確保目標量
８１，５４４リットル

原料血漿確保目標量
９２，９１６リットル

４００ｍL献血
６５．０％
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

○会議

○委員変更確認
○新規委嘱及び解嘱手
続き

○任期満了による
委嘱及び解嘱手続
き

○審議会 ○献血推進計画公表

○国より実施通知 ○広報登録
○実施通知
○広報用ポスター配布

○キャンペーン 　　　　○実施結果報告
○資材必要数照会
　（次年度分調査）

○実施通知 ○報道提供
○キャンペーン

（デジタルサイネージ、イ
ベントへの出展）

○大臣表彰状･感謝状贈
呈者推薦

○大臣表彰状･感謝状贈
呈者決定

○全国大会（岐阜県）
○大臣表彰状･感謝状伝
達式

○推薦依頼
○決定通知
○開催通知

○贈呈式

○実施起案
○チラシ作成準備

○チラシ印刷
○チラシ発送
○報道提供 募集 ○選考委員会

○報道提供
○表彰式・展示（庁内）

○啓発資材配布

○実施内容、参加
者調整

○キャンペーン実施

適宜実施

○実施計画提出(当該年
度)

○献血実績報告(前年度)
○ｾﾝﾀｰより広報物品
（ティッシュ）配布

○献血バス配車希望照
会

○ｾﾝﾀｰより広報物
品（ティッシュ）配布
○土曜／日曜・祝
日献血バス配車決
定

○広報物品（カレン
ダー）配布

○広報物品必要数調査
（次年度分調査）

○実績報告(前年度)
○執行状況検査（前年度)
○額確定通知（前年度）

○内示
○申請受付
○交付決定

○請求書受付
○交付

〇別館前献血
〇別館前献血
〇咲州庁舎前献血

〇別館前献血 〇咲州庁舎前献血

○セミナー資料配付
各高校へセミナー実施依頼

若
年
層
啓
発

献血作品募集事業

高校生街頭キャンペーン

献血セミナー

そ
の
他

事業計画等

市町村献血推進協議会
事業費補助金事務手続き

府庁前献血

月
間
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン

愛の血液助け合い運動

大阪府献血推進月間

式
典

献血運動推進全国大会

大阪府知事感謝状

令和６年度献血推進会議・事業計画

　　　　　　　　　　　　　月
　事業等

会
議

市町村献血推進事業主
管課及び市町村献血推
進協議会会議

大阪府献血推進審議会
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献血推進に係る大阪府の取組み 

１．会議の開催 

○ 市町村献血推進担当者会議（令和６年６月 20日（木）大阪府赤十字血液センター）

○ 大阪府献血推進審議会（令和７年２月 19日（水）ＫＫＲホテル大阪）

２．献血推進功労者等の顕彰 

○ 厚生労働大臣表彰状・感謝状 伝達式（令和６年８月７日（水）ＫＫＲホテル大阪）

○ 大阪府知事感謝状 贈呈式 （令和６年８月７日（水）ＫＫＲホテル大阪） 

・伝達式と贈呈式は同時開催。

３．献血推進月間・キャンペーン 

○ 愛の血液助け合い運動（７月）

○ 大阪府献血推進月間（12月）

○ はたちの献血キャンペーン（１月～２月）

４．各種広報活動 

○ 大阪府健康医療部保健医療室医療対策課ＨＰ、

大阪府の facebook、X（旧 Twitter）、メールマガジン等への掲載

○ 「府政だより」への掲載

○ デジタルサイネージ広告（梅田駅、大阪モノレール各駅）

○ 企業が実施するイベントにブースへの出展

○ ラジオでの啓発（ＦＭ大阪）

５．若年層の献血推進 

〇 献血作品募集事業 

府内の 15～28歳を対象として、献血推進についてのポスター原画を募集。 

ポスター原画を用いた啓発資材を作成し、府内高校へ配布する予定。 

〇 高校生による街頭キャンペーン（12月） 
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実　施　日 実　施　場　所 参　加　人　数 配　布　物　品

各区役所、福祉センター ０人（窓口設置のため） ポケットティッシュ計約2000個

住吉区役所区民情報コーナー — ポスター掲示

7月 10 日
12 時 00 分～12 時 30 分

7月 10 日
13時 00 分～13時 30 分

①中区役所周辺
②深井駅周辺

17人 ウェットティッシュ360個

7月17日　10時～11時 南海岸和田駅前 ７人 ポケットティッシュ500個

7月4日，5日，11日，12日
(計4日間、1日2回)

JR東岸和田駅 2人 キャンペーンチラシ

4 豊中市 7月27日 10時～11時 阪急曽根駅前 １７人
ポケットティッシュ600個配布
献血協力者にはクリアファイルと
ボールペンを進呈

5 池田市 7月12日 10時～16時30分 池田市役所 3人
ティッシュ100個、粗品70個、
ﾊﾝﾄﾞﾀｵﾙ70枚

各地区掲示板（３３地区） ０人（掲示のため）
令和６年度「愛の血液助け合い運
動」広報用ポスター１枚

吹田市役所庁内掲示板 ０人（掲示のため）
令和６年度「愛の血液助け合い運
動」広報用ポスター１枚

7 泉大津市 7月1日 10時～11時 泉大津駅周辺 27人 ティッシュ1500個

8 高槻市 7月4日 10時～16時30分 エミル高槻 24人
広報ティッシュ約3000個、
ボールペン41本
バックインバック41個

9 貝塚市

10 守口市 7月4日 14時～14時30分 守口市役所及び周辺 39人
クリップハンディファン200個
ひんやりタオル200個
ポケットティッシュ200個

11 枚方市
7月2日  10時～10時45分

11時～11時45分
京阪枚方市駅献血ルーム前 31人 ティッシュペーパー2500個

12 茨木市 7月28日　10時～16時 茨木市役所付近 15人
ポケットティッシュ、ボールペン
各約1000個

13 八尾市 7月6日 11時～11時30分 プリズムホールから近鉄八尾駅周辺 60人 啓発ティッシュ　1500個

14 泉佐野市 7月3日  18時～19時 南海電鉄泉佐野駅周辺　 　12人 ウエットティッシュ　1000個

15 富田林市 7月7日　10時～16時
エコール・ロゼ
南駐車場時計広場専門店　入口前

35人

啓発用ティッシュ2000個配布
採血者66名の粗品として、
冷やし中華orゼリー66個提供
不採血者11名の粗品として、
ＢＯＸ ティッシュ１箱、１１個提供

16 寝屋川市

17 河内長野市 7月9日　10時～16時30分 河内長野市役所 55人 ポケットティッシュ　150個

18 松原市 6月24日 10時～16時 松原市役所 30人 献血チラシ入りティッシュ150個

19 大東市 7月5日 10時～10時30分 ポップタウン住道　スペイン広場 17人 ポケットティッシュ250個

20 和泉市

21 箕面市 7月20日 10時～16時30分 阪急箕面駅前　みのおサンプラザ周辺 28人 ポケットティッシュ約1000個

22 柏原市 7月5日 17時～18時 JR柏原駅周辺・近鉄河内国分駅周辺 22人
ひんやりマフラータオル720枚
ポケットティッシュ2000個

23 羽曳野市
7月23日
8時30分～16時30分

羽曳野市役所 5人
うちわ50個
ポケットティッシュ200個
絆創膏200個

24 門真市 7月19日 10時～10時30分 京阪古川橋駅前広場 34人 ポケットティッシュ300個

25 摂津市 7月中 摂津市社会福祉協議会窓口 5人 ティッシュ1500個

26 高石市

27 藤井寺市 7月30日 11時～14時 イオン藤井寺ショッピングセンター 15人 ポケットティッシュ1000個

7月19日 10時～16時30分 東大阪市役所総合庁舎

7月30日 10時～16時30分 イオン鴻池店

7月中 東大阪市保健所 横断幕の掲示

堺東駅前　【中止】
・当日の熱中症暑さ指数（ WBGT ）基準域が厳重警戒度であり、
参加者の熱中症の危険が高かったため 中止 。

堺市

岸和田市

実施なし

実施なし

東大阪市

2

3

実施なし

6 吹田市

大阪市

令和6年度　市町村献血推進協議会　街頭広報実施状況（「愛の血液助け合い運動」月間）

市町村名

1

実施なし

28 各1人

ポケットティッシュ各300個
タンブラー各50個

7月中

7月中
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7月5日 14時～16時30分 ㈱高田ベッド製作所 1人 サランラップ40個

7月20日～21日
10時～16時30分

イオンモールりんくう泉南　イオンホール 2人
サランラップ及び食器用洗剤
計150個

30 四條畷市
6月30日
10時～16時30分

四條畷イオンモール　そらのステージ 4人 啓発ティッシュ500個

31 交野市

32 大阪狭山市
7月27日
10時～16時30分

エバーグリーン狭山店 5人 ポケットティッシュ200個

7月23日
9時30分～11時00分

泉鳥取高校 2人

爽快シート93個、啓発用ポケット
ティッシュ500個配布、
大阪府のチラシ20枚配布
ポケットティッシュ1500個

市内公民館3か所
（尾崎・西鳥取・東鳥取）

2人
啓発用ポケットティッシュ
各500個配架

阪南市立図書館 2人
啓発用ポケットティッシュ
500個配架

34 島本町
7月12日
18時～18時30分

阪急水無瀬駅前 12人
ポケットティッシュとボールペンの
セット300個

35 豊能町
7月1日
13時30分～15時

豊能町立保健福祉センター 1人 啓発用ポケットティッシュ50個程度

36 能勢町
7月22日
9時30分～15時

能勢町役場周辺 10人 ティッシュ

37 忠岡町

38 熊取町
7月1日
17時～18時

JR熊取駅周辺 12人 ポケットティッシュ500個

39 田尻町
7月18日
13時～14時

田尻町総合保健福祉センター
１階エントランスホール

２人 ポケットティッシュ５０個

7月1日 岬町立保健センター 20人

7月2日 岬町立保健センター　①，②介護予防教室 30人

7月4日 淡輪老人保健センター 35人

7月5日 岬町立保健センター　介護予防教室 30人

7月９日 岬町立保健センター　介護予防教室 20人

7月11日 深日会館 30人

7月17日 JA岬 農協婦人部 30人

7月22日 岬町立保健センター　介護予防教室 20人

7月22日 献血事業（企業） 10人

7月24日 出張ほのぼのクラブ 5人

7月中 子育て支援センタ-窓口 ０人（窓口設置のため） ティッシュ30個

7月中 保健センター窓口 ０人（窓口設置のため） ティッシュ50個

41 太子町 7月19日 10時～10時30分 カインズ太子店 12人 献血ティッシュ約100個

42 河南町 8月21日 10時～16時 河南町役場庁舎内 4人 ポケットティッシュ300個

43 千早赤阪村 7月10日 10時～16時

村内全域
(行政無線による啓発放送を実施）
(広報車による音声案内とチラシにて啓発巡回
を実施）
（役場内で呼びかけ）

9人
ポケットティッシュ　200個

実施なし

実施なし

33 阪南市

ティッシュ

岬町40

泉南市29
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機関紙等名称 発行者名 掲載日 機関紙等名称 発行者名 掲載日

1 大阪市 広報あべの6月号 大阪市阿倍野区役所 6月1日

広報さかい 堺市 7月1日 堺市公式X（旧Twitter） 堺市 7月10日

堺区広報紙　広報堺 堺市堺区 7月1日 堺区公式X（旧Twitter） 堺市堺区 7月9日

中区広報紙
広報みどり

堺市中区 7月1日 中区長X（旧Twitter） 堺市中区 4月9日

中区ホームページ 堺市中区
7月9日

7月10日

岸和田
社協だより第187号

岸和田市
社会福祉協議会

7月1日 広報きしわだ7月号 岸和田市広報広聴課 7月1日

JR東岸和田駅構内ポス
ター（B2ポスター2枚）

株式会社 JR西日本
コミュニケーションズ

7/9～7/22

4 豊中市 広報とよなか7月号 豊中市 7月1日

広報いけだ 池田市 7月1日 ホームページ 池田市社会福祉協議会 6月17日

Facebook 池田市社会福祉協議会 6月17日

6 吹田市
市報すいた
（令和６年７月号）

吹田市 7月1日

7 泉大津市

社協ホームページ 高槻市社会福祉協議会 随時更新
広報たかつき
｢TAKATSUKIDAYS｣

高槻市広報室 7月1日号

社協LINE 高槻市社会福祉協議会
月末に翌月分を

更新

9 貝塚市 社協かいづか 貝塚市社会福祉協議会 7月5日

10 守口市 広報もりぐち７月号
守口市企画財政部
魅力創造発信課

7月1日 守口市ホームページ 守口市 7月1日～8月15日

11 枚方市
枚方市社会福祉協議会
ホームページ

枚方市社会福祉協議会 6月26日

12 茨木市 広報いばらき　７月号 茨木市 7月1日

やお市政だより
（令和６年（2024年）７月号）

八尾市 6月20日
八尾市献血推進協議会
ホームページ

八尾市献血推進協議会 7月1日

八尾市立社会福祉会館玄
関でのティッシュ配架

八尾市社会福祉協議会 7月1日～
八尾市立社会福祉会館
掲示板にポスター掲出

八尾市社会福祉協議会 7月1日～7月30日

14 泉佐野市 市報いずみさの 泉佐野市 7月号・8月号

社協とんだばやし 7月掲載 広報とんだばやし 7月掲載

ホームページ 7月1日更新 とんだばやしメール 7月1日配信

富田林市役所LINE 7月2日配信

社会福祉協議会だより　機
関紙「虹」第167号

寝屋川市
社会福祉協議会

5月1日 啓発ポスターの掲示
寝屋川市
社会福祉協議会

7月22日～7月31
日

本会ホームページ
寝屋川市
社会福祉協議会

7月中
本会SNS
Instagram・Facebook

寝屋川市
社会福祉協議会

7月5日～

17 河内長野市 広報　かわちながの 河内長野市 7月
ホームページ・エックス・
ブログ

河内長野市社会福祉協
議会

7月

18 松原市 広報まつばら 松原市 6月1日

19 大東市 広報だいとう 大東市 7月1日

広報いずみ令和6年7月号 和泉市 7月
和泉市庁舎内デジタル
サイネージ

和泉市 7月

和泉市小学校での掲示 7月

21 箕面市
箕面市広報紙
「もみじだより」7月号

箕面市 7月1日

22 柏原市 広報かしわら 柏原市 7月号

23 羽曳野市 広報はびきの７月号 羽曳野市 7月1日

24 門真市 広報かどま７月号 門真市 7月1日

25 摂津市 せっつ社協ニュース 摂津市社会福祉協議会 6月15日

26 高石市 たかいし広報「きらり」 高石市 7月号

27 藤井寺市 広報ふじいでら 藤井寺市 7月号

28 東大阪市政だより 東大阪市 7月1日
東大阪市電子行政ネッ
トワーク（職員用LANシ
ステム）

東大阪市 7月中

大阪バス車内広告 東大阪市 7月中

29 泉南市 泉南市ホームページ 泉南市 7月1日 泉南市広報誌 泉南市 7月1日

30 四條畷市 広報　四條畷LIFE 四條畷市 4月15日
しじょうなわてし社協だ
より第104号、第105号

四條畷市社会福祉協議
会

4月15日
9月15日

31 交野市 広報かたの(2024年7月号) 交野市 7月1日

32 大阪狭山市

阪南市の広報「はんなん」 阪南市健康増進課 令和6年7月号 阪南市ホームページ 阪南市健康増進課 7月中

阪南市フェイスブック 阪南市健康増進課 7月中 阪南市ツイッター 阪南市健康増進課 7月中

阪南市職員内掲示板 阪南市健康増進課 7月中
愛の血液助け合い運動
ポスター掲示

厚生労働省作成分 7月中

34 島本町 広報しまもと7月号 島本町 7月1日

35 豊能町
広報紙「こんにちは！とよ
の社協です。」203号

豊能町社会福祉協議会 7月1日

36 能勢町

37 忠岡町

広報くまとり7月号 熊取町 7月1日 熊取町ホームページ 熊取町 7月1日

熊取町公式ＬＩＮＥ 熊取町 7月1日

39 田尻町
田尻町総合保健センター
１階掲示板にポスター掲示

7月中

40 岬町

41 太子町 広報たいし 太子町役場 9月

42 河南町
広報かなん
2024年08月号

河南町 8月1日

43 千早赤阪村 村広報「ちはやあかさか」 千早赤阪村 7月1日

掲載なし

熊取町38

16 寝屋川市

20

15

東大阪市

掲載なし

33 阪南市

掲載なし

富田林市

和泉市

掲載なし

8 高槻市

令和6年度　市町村献血推進協議会　機関紙等広報掲載実施状況（「愛の血液助け合い運動」月間）

掲載なし

5 池田市

富田林市
社会福祉協議会富田林市

堺市2

岸和田市3

八尾市13

推進協議会名
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各種広報活動 

大阪府ｆａｃｅｂｏｏｋや大阪府公式Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）、大阪府が発

信するメールマガジンやセミナーを利用した献血情報の周知・啓発を実施。 

大阪府公式Ｘ 

大阪府ｆａｃｅｂｏｏｋ 

ＦＭ大阪での啓発 
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デジタルサイネージによる啓発 

大阪府献血推進月間（12月）では、阪神大阪梅田駅のほか、大阪モノレール各駅、本府

と包括連携協定を締結する中西金属工業のご協力のもと、各社所有のデジタルサイネージ

にて献血啓発を実施。 

 

 阪神大阪梅田駅 

 
大阪モノレール 
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若年層の献血推進 

 

（現状） 

令和５年度、若年層である 10代から 30代の献血者数は、全国で約 162万人であり、平成

20 年度の約 285 万人から大きく減少している。大阪府内においても同様の傾向となってお

り、令和５年度は約 12.6万人となり、平成 20年度の約 20万人の 63％となっている。 

厚生労働省は、平成 29年度より、総献血者数に占める年代別の構成比率をなるべく均一

にし、将来にわたり安定的に献血者を確保するため、都道府県毎に、年代別の献血者数の目

標を設定する通知を発出している（別紙のとおり）。 

将来の献血基盤の確保という観点からは、若年層の献血推進が非常に重要であることか

ら、大阪府では、安定した献血者を確保するために、若年層向けの啓発が重要と考えている。 

 

 
 

 

年代別の献血者数について 

 

若年層の年代別献血者数（括弧内は４～12月の９か月間） 

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 年間目標 

献血者数 献血率 献血者数 献血率 献血者数 献血者数 

16～19 歳 
14,238

（11,141） 

4.5% 12,727 

（9,831） 

4.1% ― 

（9,044） 

19,599 

20～29 歳 
58,315 

（44,754） 

6.0% 57,770 

（43,522） 

5.8% ― 

（42,382） 

65,500 

30～39 歳 
55,957 

（42,005） 

5.6% 55,300 

（40,999） 

5.6% ― 

（40,820） 

66,300 
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大阪府の献血者数の推移

16～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳
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事 務 連 絡 

令和６年３月 29 日 

 

各都道府県薬務主管課 御中 

 

厚生労働省医薬局血液対策課 

 

 

令和６年度の目標献血者数（都道府県・年代別）について 

 

 

血液事業の推進につきましては、日頃より格別の御配慮を賜り、厚く御

礼申し上げます。 

 「令和６年度に献血により受け入れる血液の目標量について（依頼）」

（令和５年 11 月１日付け事務連絡）により、都道府県赤十字血液センタ

ーと協議していただいた翌年度の目標献血者数（都道府県・年代別）につ

きまして、別添のとおり取りまとめ版を送付いたします。 

 目標献血者数の達成に向けて、特に若年層を対象とした献血の普及啓発

に御協力のほどよろしくお願いいたします。 

【連絡先】 

厚生労働省医薬局 

血液対策課献血推進係  

電話：03-5253-1111（内線 2908） 

    03-3595-2395（直通） 
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「令和６年度 献血啓発作品 ポスター原画」 

優秀作品 

 

血液は、医療に必要不可欠なものであるにもかかわらず、科学技術が著しく進歩した現在において

も、未だ人工的に造り出すことができません。 

この状況を受け、献血者数の減少が著しい１０代・２０代の若者をターゲットに、府内に居住又は 

通勤・通学されている１５歳から２８歳までの方を対象に「献血の重要性」、「輸血によって救われる命

の大切さ」を啓発するポスター原画を募集しました。その結果、高校生を中心に１３４作品もの応募を

いただき、厳正な審査を経て、下記のとおり、優秀作品を決定しました。 

今後、本作品を使ったポスター等の啓発物品を作成し、様々な献血広報に活用させていただく予定

です。 

募集期間 令和６年７月１日～令和６年９月３０日 

主催：大阪府 協力：日本赤十字社大阪府支部 協賛：大阪府赤十字血液センター 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大阪商業大学高等学校 
２年生 舘 梨央さん 

 
 
 
 
 

最 優 秀 賞 
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優 秀 賞 ＜ ５ 作 品 ＞ 

府立工芸高等学校 
１年生 礒﨑 鈴菜さん 

府立工芸高等学校 
１年生 畠山 えまさん 

大阪商業大学高等学校 
２年生 松尾 奈穂さん 

府立吹田東高等学校 
３年生 山口 玲奈さん 

府立吹田東高等学校              

１年生 小森 真依さん 
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入 賞 ＜ ３ 作 品 ＞  

大阪商業大学高等学校 
２年生 筒井 幸咲さん 

府立なにわ高等支援学校

３年生 亀山 一斗さん 
ルネサンス大阪高等学校 
１年生 豊福 一葉さん 
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作品展示 

令和６年 12月２日～12月 24日、府庁本館１F正面玄関北側にて入賞作品を展示 

「献血啓発作品ポスター原画作品募集事業」表彰式 

令和６年 12月 10日、大阪府庁正庁の間にて表彰式を実施 
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受賞作品を利用した啓発作品の例（昨年度作成版） 

〇カレンダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇しおり 
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高校生街頭献血キャンペーン 

  １．日 時 令和６年 12月 20日（金曜日） 午後２時 30分頃から午後４時 30分まで 

２．場 所 阪急グランドビル 24献血ルーム周辺、西梅田献血ルーム周辺、 

あべの献血ルームＫｉＺｏｏＮａ周辺  

３．参加者 府立港南造形高校 10名、府立夕陽丘高校 5名 

府北摂つばさ高校  9名、府立工芸高校 6名  計 30名 

４．内 容 街頭献血キャンペーン 

 （献血協力の呼びかけとティッシュ配布） 

 阪急グランドビル 24献血ルーム周辺    西梅田献血ルーム周辺 

あべの献血ルームＫｉＺｏｏＮａ周辺 
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献血セミナー 

○献血セミナーとは

学校に大阪府赤十字血液センターの職員が訪れ、献血や輸血について分かりやすく説明

し意義や理解を深める出前講座。 

実施の主体は、大阪府赤十字血液センターであり、実施に向けた周知については、大阪

府、大阪府赤十字血液センター等が協力して行う。 

○目的

生徒に日本赤十字社の活動を紹介し、健康といのちの大切さを伝える。献血をすること

により輸血を必要とする患者のいのちを救うことに自分たちも参加できるということを生

徒たちに気付いてもらう機会とすること。 

○献血セミナー内容

１．スライドによる説明 

はじめに赤十字の沿革、理念、活動内容・実績を説明。その次に、献血についての説明の

中でいのちの大切さを伝える。

２．映像放映  

献血に関する映像と輸血を受けた患者さんに関する映像を鑑賞する。 

内容については、打ち合わせや事前の教員の方々への献血セミナーも実施可能であり変

更も対応。 

また、要望により輸血を受けた患者や、その御家族の感謝の声を伝える講演も行う。 

○令和６年度献血セミナー実施回数（12月末現在）

47回 

参考）過去献血セミナー実施回数 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

高等学校での 

実施 
40 18 20 27 63 

若年層の献血推進について今後の方針 

次の活動を実施 

（１）献血啓発作品ポスター原画募集 

（２）高校生による献血キャンペーン 

（３）献血セミナーの周知 

（４）広報誌やＳＮＳ、デジタルサイネージ等を活用し、献血の情報を提供 

（５）構成年齢層として 30 代が多い小学校ＰＴＡや青年会議所などの団体へ献血推進を働

きかける。 
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大阪府学生献血推進協議会
活動報告

大阪府学生献血推進協議会

会長 宮本彩羽

資料４

1

大阪府学生献血推進協議会とは

活動目的

若者の献血者数を増やすこと

構成員

大阪産業大学・近畿大学・関西福祉科学大学・大阪経済大学

個人加盟

合計3５人（49６人）

2



今年度の目標

活動への参加人数を５人以上にする

SNSのフォロワー増加：X＋７０人、Instagram＋１２０人

活動回数の増加

１カ月以上前に日程を決める

投稿数の増加

フォローキャンペーンの実施

3

今年度の主な活動内容

キャンペーン
七夕献血キャンペーン（7/7）
サマー献血キャンペーン（8/18）
オータム献血キャンペーン（9/15）
クリスマス献血キャンペーン（12/21、22）

献血呼びかけ・セミナー
セレッソ献血（5/11、10/19）
献血バス呼びかけ（4/28、6/16、2/9）
イオンモール鶴見緑地での献血啓発活動（9/23）
上宮高校での献血セミナー（11/25）
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今年度の主な活動

定例会（今年度からzoomとのハイブリッド形式）
新歓（5/24）

上半期：毎月第３金曜日

下半期：毎月第４水曜日

森わく（キャンペーンの準備会）
七夕献血キャンペーンの森わく（6/27、7/5）

サマー献血キャンペーンの森わく（8/9、8/15）

オータム献血キャンペーンの森わく（9/6、9/9）

クリスマス献血キャンペーンの森わく（12/12、1６、19）

5

キャンペーン結果報告
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七夕献血キャンペーン

実施場所 みのおキューズモール

学推参加⼈数 11⼈
献⾎受付⼈数 200ml献⾎ 400ml献⾎

⽬標 70⼈ 70⼈

実績 46⼈ 1⼈ 32⼈

実施場所 HEP FIVE前

学推参加⼈数 28⼈

献⾎受付⼈数 200ml献⾎ 400ml献⾎

実績 48⼈ 1⼈ 36⼈

7

サマー献血キャンペーン

実施場所 京橋駅前広場

学推参加⼈数 10⼈
献⾎受付⼈数 200ml献⾎ 400ml献⾎

⽬標 80⼈ 80⼈

実績 72⼈ 3⼈ 56⼈

実施場所 HEP FIVE前

学推参加⼈数 9⼈

献⾎受付⼈数 200ml献⾎ 400ml献⾎

⽬標 50⼈ 50⼈

実績 55⼈ 1⼈ 38⼈
8



オータム献血キャンペーン

実施場所 HEP FIVE前

学推参加⼈数 7⼈

献⾎受付⼈数 200ml献⾎ 400ml献⾎

⽬標 50⼈ 50⼈

実績 50⼈ 1⼈ 40⼈

実施場所 京橋駅前広場

学推参加⼈数 4⼈
献⾎受付⼈数 200ml献⾎ 400ml献⾎

⽬標 80⼈ 80⼈

実績 59⼈ 48⼈

9

クリスマス献血キャンペーン 1日目

実施場所 HEP FIVE前

学推参加⼈数 7⼈
献⾎受付⼈数 200ml献⾎ 400ml献⾎

⽬標 50⼈ 40⼈

実績 56⼈ 42⼈

実施場所 京橋駅前広場

学推参加⼈数 4⼈
献⾎受付⼈数 200ml献⾎ 400ml献⾎

⽬標 80⼈ 70⼈

実績 70⼈ 1⼈ 62⼈
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クリスマス献血キャンペーン ２日目

実施場所 イオンモール鶴⾒緑地

学推参加⼈数 3⼈
献⾎受付⼈数 200ml献⾎ 400ml献⾎

⽬標 70⼈ 60⼈

実績 63⼈ 54⼈

実施場所 京橋駅前広場

学推参加⼈数 6⼈
献⾎受付⼈数 200ml献⾎ 400ml献⾎

⽬標 80⼈ 70⼈

実績 77⼈ 2⼈ 60⼈

11

活動人数の目標達成率

活動への参加人数が５人以上になった割合

（昨年度47％）

課題
各大学との連携がうまくいかない
サークル＜バイトの方が多い
加入から時間がたつにつれ熱が冷めていく
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課題解決のために

各大学との連携がうまくいかない

サークル＜バイトの方が多い

加入から時間がたつにつれ熱が冷めていく

加盟メンバー全員のグループＬＩＮＥ作成、帰属意識の向上

交流会などの楽しめるイベントの増加

13

SNS運営
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Xフォロワー推移

４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉

系列1 2039 2059 2068 2073 2078 2098 2146 2143 2141

1950
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2150
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ロ
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ー
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数
（
⼈
）

Xフォロワー推移

8か月で＋102人
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Instagramフォロワー推移

４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉

系列1 497 530 545 561 594 614 631 644 659
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数
（
⼈
）

Instagramフォロワー推移

8か月で＋１６２人
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投稿内容

定期的
• 毎週⼟⽇の献⾎バス投稿
• 毎週の学内献⾎投稿
• ⽉始め献⾎ルームイベントカレンダー
• ⽉末活動報告
• 定例会の活動報告

イベント毎
• 森わく・キャンペーンなどの活動報告
• 献⾎呼びかけ・キャンペーンの告知
• キャンペーンまでのカウントダウン投稿
• ⼤阪府献⾎推進⽉間の投稿

不定期
• 学推メンバーの献⾎報告

毎週
毎⽉

17

投稿や運営の工夫

投稿での工夫
ハッシュタグを多用

加工や装飾を加えた写真の使用

運営での工夫
多団体の投稿にいいねを積極的につける

赤十字関係のアカウントはこちらからフォローする

18



今後の課題

Xは若年層の方がやっていないことが多い

Instagramではフォロワー以外の閲覧が少ない

TikTok、YouTube、ホームページなどの別媒体の使用

メンバーの自己紹介などより身近に感じてもらう投稿

19

ご清聴ありがとうございました
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